
▲郷土の森総合体育館の弓道場

▼子どもたちが心身ともに健やかに
　成長できる環境を

議
員
　
保
育
所
再
編
の
成

果
と
課
題
、
待
機
児
童
の

状
況
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
専
門
人
材
を
集
約

し
た
こ
と
で
、
配
慮
を
要

す
る
児
童
へ
の
支
援
体
制

の
強
化
が
で
き
た
。
一
方

で
、
基
幹
保
育
所
の
老
朽

化
、
少
子
化
に
伴
う
保
育

需
要
の
変
化
や
多
様
な
保

育
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
令
和

８
年
度
当
初
の
待
機
児
童

数
は
、
合
計
38
名
で
あ
り
、

７
年
度
比
で
25
名
の
増
と

な
っ
て
い
る
。

議
員
　
待
機
児
童
増
加
の

要
因
と
今
後
の
対
応
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
都
に

よ
る
第
１
子
保
育
料
無
償

化
の
実
施
等
で
利
用
希
望

者
が
増
加
し
た
こ
と
が
大

き
な
要
因
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。
今
後
は
、
既

存
施
設
の
受
入
れ
枠
を
最

大
限
活
用
す
る
と
と
も
に
、

様
々
な
方
法
で
必
要
な
保

育
の
受
皿
の
確
保
に
努
め
、

解
消
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
福
祉
総
合
相
談
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
化
の
充
実
を

待
機
児
童
増
加
　

　
今
後
の
対
応
は

受
入
れ
枠
を
最
大
限
活
　

　
用
し
解
消
に
取
り
組
む

議
員
　
お
く
や
み
相
談
室

の
評
価
と
課
題
は
。

市
民
部
長
　「
複
数
の
窓

口
を
回
ら
ず
に
済
み
助
か

っ
た
」
な
ど
の
声
が
あ
り
、

遺
族
の
手
続
き
の
負
担
軽

減
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ

た
と
評
価
し
て
い
る
。
一

方
で
、
そ
の
場
で
全
て
の

手
続
き
を
完
了
で
き
ず
、

後
日
改
め
て
手
続
き
が
必

要
な
場
合
が
あ
る
こ
と
等

を
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
遺
族
が
遠
方
な
ど

か
ら
で
も
手
続
案
内
を
受

け
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
れ
ば
、
再
来
庁
の
防

止
等
が
期
待
で
き
る
。
そ

こ
で
、
お
く
や
み
手
続
き

の
Ｄ
Ｘ
化
の
考
え
は
。

市
民
部
長
　
遺
族
の
負
担

軽
減
や
手
続
き
時
間
短
縮
、

再
来
庁
の
抑
制
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
、
対
面
で
の
丁
寧
な
支

援
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

遺
族
の
利
便
性
向
上
と
業

務
効
率
化
の
両
立
に
向
け
、

検
討
し
て
い
く
。

　
食
品
ロ
ス
削
減
と
食
料
支

援
を
一
体
的
に
担
う
食
の
拠

点
整
備
に
つ
い
て

お
く
や
み
手
続
き
の
　

　
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

　
市
の
考
え
は

遺
族
の
利
便
性
向
上
と
　

　
業
務
効
率
化
の
両
立
に

　
向
け
検
討
し
て
い
く

議
員
　
市
立
小
・
中
学
校

の
体
育
館
の
非
常
用
電
源

設
備
に
つ
い
て
、
八
小
と

一
中
に
は
太
陽
光
発
電
設

備
と
蓄
電
池
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
一
方
で
、
三
小

と
六
小
に
は
蓄
電
池
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ

の
理
由
は
。

学
校
施
設
整
備
担
当
参
事

　
蓄
電
池
は
、
設
置
費
や

更
新
費
が
高
額
と
な
る
た

め
、
設
置
を
見
送
っ
た
。

議
員
　
市
公
共
施
設
等
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

調
査
報
告
書
の
中
に
、
蓄

電
池
を
入
れ
て
補
助
金
を

活
用
す
る
こ
と
が
事
業
収

益
性
と
し
て
は
最
も
良
好

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
水
素
を
活
用
し
た

蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
調
査
研

究
も
期
待
す
る
。
現
状
に

お
け
る
公
共
施
設
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
普
及
に
向

け
た
計
画
を
聞
き
た
い
。

環
境
担
当
参
事
　
令
和
12

年
ま
で
に
設
置
可
能
な
公

共
施
設
へ
最
大
限
の
導
入

を
目
指
し
て
い
る
。

　
環
境
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

公
共
施
設
へ
の
　

　
太
陽
光
発
電
設
備
普
及

　
に
向
け
た
計
画
は

令
和
12
年
ま
で
に
設
置
　

　
可
能
施
設
へ
最
大
限
の

　
導
入
を
目
指
し
て
い
る

議
員
　
株
式
会
社
府
中
駐

車
場
管
理
公
社
が
運
営
す

る
月
極
め
駐
車
場
に
つ
い

て
、
台
数
と
売
上
額
を
聞

き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
１
０
７

台
分
で
、
令
和
７
年
度
の

売
上
額
は
、
３
９
６
３
万

３
０
０
０
円
で
あ
る
。

議
員
　
維
持
管
理
費
を
除

い
て
も
ば
く
大
な
収
入
で

あ
る
が
、
７
年
度
の
株
主

へ
の
配
当
の
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
市

が
受
け
取
っ
た
配
当
金
の

使
途
は
。

生
活
環
境
部
長
　
配
当
金

は
、
一
株
当
た
り
２
万
８

０
０
０
円
、
総
額
２
８
０

０
万
円
で
あ
っ
た
た
め
、

５
１
０
株
を
所
有
す
る
本

市
に
は
、
１
４
２
８
万
円

の
配
当
が
あ
っ
た
。

　
配
当
金
の
充
当
先
は
、

使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
一
般
財
源
で
あ
る
た
め

内
訳
は
示
せ
な
い
が
、
広

く
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
活
用
し
て
い
る
。

　
他
市
に
は
な
い
府
中
市
の

推
し
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
に
つ

い
て

株
式
会
社
府
中
駐
車
場
　

　
管
理
公
社
か
ら
の

　
配
当
金
の
使
途
は

一
般
財
源
に
充
当
し
　

　
広
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

　
充
実
に
活
用
し
て
い
る

議
員
　
子
ど
も
の
健
全
育

成
に
つ
い
て
、
市
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

市
長
　
子
ど
も
た
ち
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ

と
は
、
本
市
に
お
け
る
最

重
要
課
題
の
一
つ
と
認
識

し
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
本
市
で
は
、

子
ど
も
の
意
見
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
最
善

の
利
益
を
優
先
す
る
こ
と

を
基
本
理
念
と
し
た
市
こ

ど
も
計
画
を
策
定
し
、
一

人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ

た
施
策
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
し
て
い
る
。

議
員
　
不
登
校
等
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
、
学
校
に

お
け
る
心
の
ケ
ア
な
ど
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　「
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

出
し
方
に
関
す
る
教
育
」

を
実
施
し
、
相
談
機
関
の

情
報
提
供
等
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
「
心
の

健
康
観
察
」
で
心
身
の
状

態
を
把
握
し
て
い
る
ほ
か
、

養
護
教
諭
な
ど
に
よ
る
相

談
体
制
を
整
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
　

　
つ
い
て
市
の
考
え
は

最
重
要
課
題
の
一
つ
　

　
で
あ
り
計
画
的
に

　
施
策
を
推
進
し
て
い
る

髙津みどり
（公明府中）

野口なかお
（市民のため）

宮田よしひと
（市政会）

議
員
　
令
和
８
年
５
月
に

新
た
な
防
災
気
象
情
報
の

運
用
が
開
始
さ
れ
た
が
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
居

住
す
る
要
配
慮
者
が
、
避

難
を
要
す
る
場
合
の
市
の

対
策
を
聞
き
た
い
。

危
機
管
理
監
　
外
が
明
る

い
う
ち
に
早
め
の
行
動
が

で
き
る
よ
う
、
市
で
は
「

警
戒
レ
ベ
ル
３
（
高
齢
者

等
避
難)

」
の
段
階
で
、

天
候
や
時
間
帯
に
配
慮
し

迅
速
な
情
報
発
信
に
努
め
、

消
防
団
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
安
全
な
避
難
誘
導

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

議
員
　
要
配
慮
者
が
利
用

す
る
施
設
の
対
策
は
。

危
機
管
理
監
　
国
は
水
害

や
土
砂
災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
施
設
に
対
し
、

避
難
確
保
計
画
の
策
定
と

避
難
訓
練
の
実
施
及
び
市

へ
の
報
告
を
義
務
付
け
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
市
で

は
同
計
画
の
作
成
方
法
等

に
つ
い
て
の
講
習
会
を
実

施
し
、
記
載
内
容
の
確
認

等
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

　
長
沢
蘆
雪
展
の
成
果
と
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て

土
砂
災
害
警
戒
区
域
　

　
要
配
慮
者
が
避
難
を

　
要
す
る
際
の
対
策
は

迅
速
な
情
報
発
信
に
　

　
努
め
安
全
な
避
難

　
誘
導
を
行
う

他

えもとひろあき
（維新）

比留間利蔵
（市政会）

議
員
　
府
中
基
地
跡
地
留

保
地
の
土
地
購
入
予
定
額

を
聞
き
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
推

進
本
部
長
　
現
在
、
購
入

対
象
と
な
る
区
域
に
つ
い

て
国
と
協
議
中
の
た
め
、

金
額
の
算
定
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
基
本
計

画
の
策
定
に
併
せ
、
新
総

合
体
育
館
を
含
む
施
設
配

置
を
具
体
化
し
、
取
得
位

置
を
整
理
し
な
が
ら
、
引

き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

議
員
　
新
総
合
体
育
館
に

整
備
さ
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ

施
設
へ
の
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
市

新
総
合
体
育
館
基
本
構
想

で
は
、
従
来
機
能
の
移
転

を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
弓
道
場
な
ど
の

汎
用
性
の
低
い
施
設
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
度
か

ら
策
定
に
着
手
し
て
い
る

基
本
計
画
に
お
い
て
、
設

置
の
有
無
も
含
め
、
施
設

規
模
や
配
置
等
の
検
討
に

入
る
予
定
で
あ
る
。

　
府
中
市
の
財
政
を
支
え
る

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
に
つ
い

て

新
総
合
体
育
館
に
整
備
　

　
さ
れ
な
い
ス
ポ
ー
ツ

　
施
設
へ
の
考
え
は

設
置
の
有
無
も
含
め
　

　
規
模
や
配
置
等
を

　
検
討
し
て
い
く
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